別記様式

事　　業　　計　　画　　書
　 年　月　日

静岡県農業技術産学官連携研究開発センターの研究開発室（ラボタイプ）への入居に関する事業計画書を提出します。

　なお、応募資格をすべて満たしていることを誓約するとともに、本記載内容について偽りがないこと、履行が可能であることを証します。

静岡県知事　鈴木　康友　様

（代表者）

	住所
	

	組織名
	

	代表者職名

氏名
	


（業務責任者）

	所属・職名
	

	氏名
	

	電話番号
	

	E-mail
	


· フォントはMS明朝、10.5ポイント、行間は１行で記載してください。

· アプリケーションソフトは、原則MS-Wordを使用し、適宜、MS-Excel、MS-Power Pointを使用して作成してください。

· 規格はＡ４縦を基本とします。場合により、Ａ４横を使用していただいても結構です。

· 10ページ以内で作成してください。

１　研究テーマ名

	（タイトルは30文字以内。）



２　研究テーマの概要（文字数200字程度）
	（簡潔に概要を記載してください。）



３　研究開発の背景と目的
	（社会的・技術的背景を踏まえて、研究開発の目的を簡潔に記載してください。）



４　研究開発の達成目標　　
	(研究開発を予定している技術や製品等の具体的な最終目標を簡潔に記載してください。)

【達成目標年度】　　　　　年


【成果が事業化されることにより期待される経済効果（積算値）】　　　　　　　　　　　　　　　　　
	項　　　　目
	研究終了時

　　　年
	研究終了

5年後
	研究終了

10年後

	　県農業生産に与える効果

（売上増加額又はコスト削減額）
	万円
	万円
	万円


【経済的効果の算出根拠】　　
	(できる限り定量的に（数値化して）記載してください。)




５　使用希望施設、期間等

（１）使用希望施設
	（使用を希望する部屋番号（複数室使用の場合は該当する全て）に○を付けてください。）

　　202号室　204号室　205号室　211号室　
※入居候補者決定に際し、申し込みされた居室が重複した場合、居室場所や室数を調整させていただきますので予め御了承ください。


（２）施設の使用を希望する期間
	　

年　　月　　日から　　　　　年　　月　　日まで

※期間は10年以内にしてください。


（３）施設の使用方法
	※施設をどのように使用するのかを具体的に記載してください。

※入居後に遺伝子組換え生物を作成・使用する計画があれば、公募要領２の（５）に基づき、本計画書の提出と併せて施設管理者に遺伝子組換え実験に関する承認申請を行ってください。


６　基盤となる技術シーズと実現を目指す技術の優位性、これまでの取組状況

（１）開発の基盤となる主な技術シーズ
	（技術シーズの概要と保有機関、保有特許等の内容を記載してください。）



（２）開発を目指す技術・商品の優位性
	（他の類似技術・製品等と比較し、簡潔に記載してください。）



（３）これまでの取組状況
	（これまでの研究開発状況や体制整備の状況など記載してください）



７　目標を達成するための技術課題及びその解決方法
（１）技術課題

	（達成目標を実現する上で解決すべき技術的な課題・問題点を箇条書きで記載してください。）



（２）技術課題の解決方法

	（上記の技術的な課題・問題点を拠点施設においてどのように解決するか、箇条書きで記載してください。）



８　実施体制及び実現可能性
（１）研究開発の実施体制

	（研究開発をどのような体制により実施するのか、予定も含めて具体的に記載してください。）



（２）研究開発の実現可能性

	（これまでの実績や申請者の有する資格、能力などをもとに研究開発の実現可能性に対する自己アピールを記載してください。）



９　事業化に向けた取組
	（研究開発とあわせてどのような実用化・製品化等に向けた取組を行うのかを箇条書きで記載してください。）



10　オープンイノベーションに対する積極性

（１）オープンイノベーションの取組

	（オープンイノベーションのこれまでの取組や今後の方針について記載してください。）



（２）プロジェクトに参画する学術・研究機関との連携

	（拠点施設に入居している農林技術研究所、慶應義塾大学、理化学研究所との連携に対する期待について記載してください。）



印
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